
今
回
新
し
く
生
徒
会
長
に
当

選
し
た
石
川
温
子
さ
ん
、
副
会

長
の
野
嶋
智
宏
さ
ん
、
伊
藤

由
加
理
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

当
選
し
て
ま
ず
は
、
生
徒
会

室
の
掃
除
か
ら
取
り
か
か
っ
た
。

去
年
ま
で
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
印
刷
機
も
今
年
か
ら
活
用
し
、

よ
り
よ
い
生
徒
会
活
動
が
行
え

る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
た
。

東
高
の
改
善
し
た
い
点
は
、
総

会
や
集
会
の
と
き
の
集
合
な
ど

に
対
す
る
モ
ラ
ル
だ
と
い
う
。

第
一
回
の
生
徒
総
会
か
ら
も
見

ら
れ
た
よ
う
に
少
し
集
合
状
況

が
悪
く
意
識
が
低
い
部
分
が
あ

る
の
で
一
人
一
人
が
モ
ラ
ル
を

大
切
に
で
き
る
よ
う
改
善
し
て

い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
た
。

次
に
前
期
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
学
園
祭
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。
今
年
の
学
祭
は

今
ま
で
と
は
一
味
違
う
学
祭
に

し
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
減
点

の
仕
方
も
変
え
、
点
を
減
ら
す

こ
と
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の

い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
加
点

制
に
切
り
替
え
て
い
く
と
い
う
。

そ
の
為
に
は
、
今
ま
で
以
上
に

生
徒
達
の
協
力
が
必
要
で
あ
り

生
徒
会
か
ら
も
様
々
な
形
で
声

か
け
を
し
て
い
く
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
生
徒
会
の
中
で
は

『
出
し
惜
し
む
な
』
と
い
う
裏

テ
ー
マ
が
あ
る
。
セ
ク
シ
ョ
ン

委
員
達
と
意
見
を
出
し
合
い
、

ケ
ン
カ
を
す
る
勢
い
で
本
音
を

ぶ
つ
け
合
う
の
が
目
標
だ
。
お

互
い
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
し
い
モ
ノ
を
生
み
出
す
た

め
で
あ
る
。
ま
た
学
園
祭
の
テ
ー

マ
も
今
ま
で
と
は
一
風
変
わ
っ

た
「
シ
ャ
レ
オ
ツ
」
な
も
の
な
っ

た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
発
表
ま
で

お
楽
し
み
と
の
こ
と
。

し
っ
か
り
者
の
生
徒
会
長
石

川
温
子
さ
ん
、
伊
藤
さ
ん
の
男

子
力
に
勝
つ
が
目
標
の
副
会
長

で
あ
る
野
嶋
智
宏
さ
ん
、
野
嶋

さ
ん
の
女
子
力
に
勝
つ
が
目
標

の
伊
藤
由
加
理
さ
ん
、
こ
の
個

性
的
な
御
三
方
の
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
る
。
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今回は、応援団長として頑張っ

ておられる３年２組の小倉綾介さ

んにお話を伺った。小倉さんは、

ラグビー部に所属しており、副キャ

プテンをしておられる。ポジショ

ンはスタンドオフ（10番）で、攻

撃の起点、チームの司令塔として

活躍している。

小倉さんは部活と勉強の両立に頑張りながら、応援団長とし

て4月に行われた応援歌練習にも力を入れてこられた。

応援団に入ったのは、ラグビー部で誰も応援団の希望がなかっ

たため、「それなら俺が！」と引き受けられたそうだ。また、

応援団長になった理由を伺うと、「前応援団長の指名があり絶

対に断ることが出来なかったから」とのこと。応援団長になっ

てから羽織・袴をつけるが大変で、最初は苦労したそうだ。ま

た羽織は今年から新しくなったことも話してくださった。次に

指名する団長はまだ決めてないが、野球応援などの姿勢を見て

決めたいということだ。

そんな小倉さんは、応援団長をしている印象が強いため怖く

見られることが多いが、実は自称「草食系男子」で女子と目を

合わせて話すのが苦手なシャイな性格だそうだ。好きな食べ物

を伺うと即答で杏仁豆腐と答えられた。また好きな芸能人は西

内まりやと即答。最後に将来の夢をたずねると「いいお父さん

になること!」と笑顔でおっしゃった。

これからも、壮行会や野球の応援などで、東高を引っ張って

いっていただきたい。

生
徒
会
役
員
今
年
の
抱
負
を
語
る

小倉綾介さん (3‐2)
おぐらりょうすけ話題の人

第 １５ 回

実はシャイな？応援団長

▲野嶋さん(左),石川さん(中),伊藤さん(右)

学
園

祭
の
裏
テ
ー
マ
は
「
出
し
惜
し
む
な
!

」

今
月
19
日
（
土
）
の
育
友

会
総
会
に
先
立
っ
て
、
恒
例

の
「
大
人
（
お
せ
）
の
一
言
」

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
18

名
の
保
護
者
の
方
々
が
講
師

と
な
り
、
進
路
選
択
の
お
話

や
、
現
在
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
お
仕
事
の
話
、
趣
味
や

人
生
に
関
す
る
お
話
な
ど
を

話
し
て
い
た
だ
い
た
。

生

徒
の

感
想

よ

り

「
講
演
会
で
、
趣
味
が
自
分

を
変
え
、
交
友
関
係
が
広
が

り
、
生
き
甲
斐
が
生
ま
れ
る

事
を
聞
い
て
、
自
分
も
そ
ん

な
趣
味
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
（
１
年
女
子
）

「
講
師
の
方
の
町
お
こ
し
に

対
す
る
情
熱
や
、
現
状
の
改

善
の
た
め
に
常
に
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
考
え
て
お
ら
れ
る

姿
が
カ
ッ
コ
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
自
分
も
現
状
に
満
足

せ
ず
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
（
２
年
女
子
）

「
今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
壊
す
こ

と
が
前
提
で
あ
る
こ
と
を
聞

い
て
残
念
に
思
っ
た
。
考
古

学
に
必
要
な
『
的
確
な
判
断

が
下
せ
る
知
識
』
や
『
批
判

的
精
神
』
は
主
体
的
学
習
者

と
し
て
の
あ
り
方
に
も
通
じ

る
と
感
じ
、
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
」
（
３
年
男
子
）

平成24年度「大人のひとこと」各クラスの講演者と演題

１－１ 松本 公明 「一芸を身につけて自信を持とう」

１－２ 斎尾二美世 「海外で暮らして感じたこと」

１－３ 藤枝 桃子 「面接の極意」

～ 欲しいと思わせる人材（ひと）になる ～

１－４ 明石 幸一 「サムシング・グレート」

１－５ 金涌 文男 「ネアカ人間でいこう」

～ 考え方一つ、笑顔一つで楽しい人生 ～

２－１ 油井 弘行 「まちづくり」～ 琴浦グルメストリート ～

２－２ 吉川 朋子 「震災被災地保健活動を通じて学んだこと」

２－３ 前畑 裕志 「夢をあきらめないで」

２－４文 森本 智喜 「人に寄り添う」

～ 震災ボランティアが目指すもの ～

２－４理 阿部 竜三 「鳥取県の森林・林業と県庁林業職員」

２－５ 米増 誠 「賞味期限はポジティブ」

３－１ 小谷 敦子 「音楽を通じて得たもの」

～ 今その瞬間を精いっぱい生きる ～

３－２ 杉川一二美 「生きてゆくということ」

～ 農業を通じて感じたこと ～

３－３文 牧本 哲雄 「考古学の方法Ⅱ」

３－３理 野間田澄幸 「やってみるということ」

～ 自分を動かした言葉 ～

３－４ 塩谷 俊樹 「君たちに伝えたいこと」

３－５ 川上 和博 「私の人生クロニクル」

３－６ 梅津 雅典 「人生について、お酒について」

大
人
（
お
せ
）
の
一
言
を
実
施


